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衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
徳
山
ダ
ム
お
よ
び
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

「
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
（
平
成
十
六
年
六
月
十
五
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
現
行
基
本
計
画
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
都
市
用
水
（
水
道
用
水
と
工
業
用
水
と
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
需
要
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度
の
需
要
実
績
に
比
べ
て
増
加
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
都
市
用
水
の
需
要
実

績
や
現
行
基
本
計
画
を
策
定
す
る
時
点
の
経
済
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
て
適
切
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
三

年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
過
去
十
年
間
の
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
都
市
用
水
の
需
要
実
績
を
見
る
と
、
わ
ず
か
に
減

少
し
た
年
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
微
増
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
行
基
本
計
画
に
お
け
る
都
市
用
水
の
需
要
の
見
通
し
の
設
定
の
際
に
用
い
た
家
庭
用
水
原
単
位
、
水
道
用
水
の

負
荷
率
及
び
利
用
量
率
、
工
業
出
荷
額
並
び
に
工
業
用
水
補
給
水
量
原
単
位
に
つ
い
て
、
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度

ま
で
の
過
去
十
年
間
の
実
績
値
及
び
目
標
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
想
定
値
を
各
県
別
に
お
示
し
す
る
と
、

別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一



二
に
つ
い
て

水
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
お
け
る
水
需

要
の
見
通
し
は
、
お
お
む
ね
過
去
十
年
間
に
お
け
る
水
需
要
の
実
績
や
同
計
画
を
策
定
す
る
時
点
の
経
済
社
会
情
勢
等
を
踏

ま
え
て
設
定
し
て
い
る
。
「
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
（
平
成
五
年
三
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
。
以

下
「
前
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
水
需
要
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
適
切
に
設
定

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
前
基
本
計
画
の
策
定
後
、
景
気
の
低
迷
、
人
口
動
態
の
変
化
等
の
理
由
に
よ
り
、
現
行
基
本

計
画
に
お
け
る
水
需
要
の
見
通
し
と
の
間
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
旧
水
資
源
開
発
公
団
が
、
平
成
十
年
六
月
に
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
の
規
定
に

基
づ
き
徳
山
ダ
ム
に
係
る
事
業
認
定
申
請
を
行
っ
た
際
の
水
需
要
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
右
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き

適
切
に
行
わ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
右
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
現
行
基
本
計
画
に
お
け
る
水
需
要
の

見
通
し
と
の
間
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
等
が
計
画
さ
れ
た
当
時
と
比
較
し
て
、
近
年
で
は
、
多
雨
年
と
少
雨
年
に
お
け
る
降
水
量
の
較
差
が
次
第
に
増

二



加
す
る
と
と
も
に
、
少
雨
年
の
降
水
量
が
よ
り
減
少
し
て
き
て
い
る
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
河
川
流
況
が
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
現
行
基
本
計
画
に
お
け
る
水
の
供
給
の
目
標
は
、
計
画
当
時
の
河
川
流
況
の
み
な
ら
ず
、
近

年
の
二
十
年
に
二
番
目
の
渇
水
年
の
河
川
流
況
を
基
に
し
て
も
安
定
的
な
水
の
供
給
が
可
能
と
な
る
よ
う
設
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
基
に
し
て
都
市
用
水
の
需
給
想
定
を
地
域
別
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
け
る
都
市
用
水
の
需
給
を

お
お
む
ね
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
徳
山
ダ
ム
か
ら
の
水
の
供
給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
徳
山
ダ
ム
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

な
お
、
徳
山
ダ
ム
は
、
都
市
用
水
の
供
給
の
ほ
か
に
、
揖
斐
川
に
お
け
る
洪
水
調
節
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
等

の
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

現
行
基
本
計
画
に
よ
れ
ば
、
岐
阜
県
の
都
市
用
水
の
需
給
は
、
近
年
の
二
十
年
に
二
番
目
の
渇
水
年
の
河
川
流
況
を
基
に

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
徳
山
ダ
ム
か
ら
の
水
の
供
給
に
よ
っ
て
、
お
お
む
ね
安
定
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、
お

尋
ね
の
岐
阜
県
と
他
県
と
の
間
の
水
の
融
通
に
つ
い
て
は
、
水
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

関
係
県
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三



四
の
�
に
つ
い
て

河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
九
号
。
以
下
「
平
成
九
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
九
年
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
平
成
九
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
木
曽
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
は
、
平
成

九
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
河
川
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
木
曽
川
水
系
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
河
川
整
備

基
本
方
針
及
び
平
成
九
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
木
曽
川
水
系
に
係
る

河
川
の
区
間
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
河
川
整
備
計
画
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
年
七
月
に
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
行
っ
た
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

八
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
事
業
実
施
計
画
の
変
更
は
、
木
曽
川
水
系
工
事
実

施
基
本
計
画
の
変
更
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
七
月
の
洪
水
に
つ
い
て
は
、
木
曽
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
の
対
象
洪
水
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね

の
計
算
を
行
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
平
成
十
四
年
七
月
の
洪
水
実
績
に
つ
い
て
、
洪
水
調
節
容
量
等
の
見
直
し
後
の
徳
山
ダ

四



ム
及
び
横
山
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
効
果
を
試
算
す
る
と
、
揖
斐
川
の
基
準
地
点
で
あ
る
万
石
に
お
い
て
流
量
を
毎
秒
約
六

百
立
方
メ
ー
ト
ル
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
は
、
木
曽
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
に
お
い
て
揖
斐
川
の
洪
水
調
節
の
た
め
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
徳
山
ダ
ム
の
建
設
は
、
揖
斐
川
沿
川
住
民
の
生
命
及
び
財
産
を
守
る
た
め
の
抜
本
的
な
治
水
対
策
と
し

て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
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